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デザイン : フレーズ
制　　作 : サイテック・コミュニケーションズ
公開講演会 
「遠くて近い北極―ここまでわかった温暖化―」開催
北極の海・陸・大気はどう変化しているのか、そして日本の気象へは
どのように影響しているのか、日本の北極研究者が最新の研究成果
を紹介します。申し込み、詳細は下記URLから。
http://www.nipr.ac.jp/grene/20140315kouenkai/
3月15日（土）14：00開演（13：30開場）　 
自由学園明日館（東京都豊島区）入場無料
成瀬廉二（なるせ　れんじ）
1942年、京都生まれ。北海道大学大学院理学研究科修了。理学
博士。1968～2006年、北大低温科学研究所にて氷河・氷床の
研究と大学院教育に従事。第10次・第14次南極観測越冬隊員、
第34次南極観測夏隊長。パタゴニア氷河調査：計10回。2006年
から鳥取市を拠点にNPO法人氷河・雪氷圏環境研究舎を主宰。
Profile
　第8次南極越冬隊が帰国後の1968年春頃、最新
版のル トー方位表が送られてきた。それはB4判の用
紙に、2 km毎の測点番号が縦一列に、その右に磁方
位が記された単調な、味気のない数表であるが、内陸
旅行には不可欠な最も重要な引継ぎ資料であった。
翌年2月、第9次隊が極点旅行を終え昭和基地へ帰
還した直後、地理の藤原健蔵さんから方位表の修正
箇所および雪氷観測の引継ぎを受けた。
　第10次隊の内陸旅行では、南緯72度までは極点
ル トーをたどった。そのような既設ル トーの場合は、あ
る測点にてナビゲ ターー はコンパス（方位磁針）を用い、
雪上車の向きを進むべき磁方位に合わせる（写真）。そ
の後、ドライバ はー遠くの特徴ある何かを見つめながら、
ひたすら真っ直ぐ走る。南極の内陸では、ふつう山も
海岸も島も見えず、360度見渡す限り変化の少ない
雪の原である。したがって、目標として選ぶことができ
るものは、遠くのサスツルギなどの雪面の大小の起伏
である。一方、新しいル トーを開拓するときは、あらか
じめ計画した方向に雪上車が走り、新測点にて後続
の雪上車などの位置をコンパスで測り、ル トー方位表
を補完する。
　既知の測点から方位と距離をつなげて行けば、各
測点の概略位置が分かり、目的地に到達するために
は大きな不都合はない。しかし何らかの観測をする地
点では、精度の高い緯度と経度を知る必要がある。そ
のためには天測を行う。水平面から太陽の高度角とそ
の時刻を数回測れば、天体位置表のデータを用い、紙
と鉛筆により煩雑な計算を経て経緯度が算出できる。
誰でもある程度の訓練を積めば観測は可能であるが、
簡単な仕事ではない。
　日本の南極観測では、位置決定に1980年頃から
NNSS（JMR）を、1990年頃からGPSを使用するように
なり、格段に迅速、簡便、高精度になった。そして現在
は、雪上車のGPSにはカーナビの機能があり、目的地
の緯度・経度を入力するとその地点へ誘導してくれる。
　「初めての人にちゃんと言っておかないと、竹竿の
風上側を通ってしまうことがあるのですよ」と、極地研
究所の本山秀明君から聞いた。標識の風上側は雪の
採集や諸観測のために昔から立ち入り制限区域とし
てきた。内陸の氷は、斜面の下方に向かって年間1～
数m程度動いている。卓越風は斜面の下方に斜めに
吹く。だから、1年前の経緯度をもとにカーナビの指示
通り走ると、測点の上流（風上）側に到着することにな
る。ひと昔前には想像もつかなかったことはたくさん
あるが、南極の航法もその一つである。
やまと山脈へ向けて進路を定める第
14次隊白石和行ナビゲータ （ー1973
年11月）
